
「
食
品
衛
生
全
国
大
会
（
食

品
衛
生
功
労
者
・
食
品
衛
生
優

良
施
設
表
彰
式
典
）
並
び
に
食

品
衛
生
指
導
員
全
国
大
会
」
が

東
京
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
初
日
の
23
日
は
、
午
前

に
食
品
衛
生
セ
ン
タ
ー
講
堂
で

全
国
支
部
長
（
会
長
）
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
浅
草
公
会
堂
に
て
食
品
衛

生
指
導
員
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
全

国
の
食
品
衛
生
指
導
員
、
食
協

関
係
者
が
出
席
し
、
全
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ
る
食
品
衛

生
指
導
員
体
験
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
日
本
食
品
衛

生
協
会
理
事
長
表
彰
が
行
わ

れ
、
当
協
会
か
ら
食
品
衛
生
指

導
員
1
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

翌
24
日
に
は
、
日
本
橋
の
明

治
座
で
、
第
一
部
の
食
品
衛
生

功
労
者
・
食
品
衛
生
優
良
施
設

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会

か
ら
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
功
労
者
３
氏
、
食
品

衛
生
優
良
施
設
2
施
設
、
日
本

食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰
食
品

衛
生
功
労
者
５
氏
、
食
品
衛
生

優
良
施
設
1
施
設
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
部
の
観
劇
会
で
は
、
梅

沢
富
美
男
劇
団
「
梅
沢
富
美
男

研
ナ
オ
コ
特
別
講
演
」
の
公
演

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。表

彰
式
、
食
品
衛
生
指
導
員

全
国
大
会
と
も
盛
大
な
大
会
で

し
た
。

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
功
労
者

野
田　
　

順
（
東
）

中
村　

鍵
次
（
瑞
穂
）

加
藤　

利
勝
（
緑
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
優
良
施
設

Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
（
瑞
穂
）

株
式
会
社
南
部
食
鶏
（
熱
田
）

日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

食
品
衛
生
功
労
者

樋
口　

敏
伸
（
中
村
）

水
野　

智
治
（
中
）

安
井　

晴
信
（
港
）

大
羽　

準
夫
（
南
）

石
原　

完
治
（
守
山
）

日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

食
品
衛
生
優
良
施
設

資
生
堂
パ
ー
ラ
ー
（
中
村
）

日
本
食
品
衛
生
協
会
理
事
長
表
彰

食
品
衛
生
指
導
員

戸
松　

厚
志
（
中
）

食
品
衛
生

食
品
衛
生全

国
大
会

全
国
大
会

令
和
令
和
66
年
度
食
品
衛
生
全
国
大
会
が

年
度
食
品
衛
生
全
国
大
会
が

1010
月月
2323
、、
2424
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

{{

当
協
会
の
受
賞
者
と
受
賞
施
設

当
協
会
の
受
賞
者
と
受
賞
施
設

((

順
不
同
、敬
称
略

順
不
同
、敬
称
略)})}

 加藤　利勝 氏 中村　鍵次 氏 野田　順 氏
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ノロウイルスによる食中毒は、例年、冬季に流行し、令和5年度では本市で発生した食中毒事件におい
て、患者数と発生件数ともに第1位でした。
本市では、11月から2月を「ノロウイルスによる食中毒防止対策期間」と定め、事業者に対し重点的な
監視指導の実施や、名古屋市食品衛生協会と連携した消費者等への啓発活動を行います。
また、市内でノロウイルスによる食中毒の発生が予想される場合には、｢ノロウイルス食中毒注意報・警
報」を発令して注意を呼び掛けます。
【ノロウイルス食中毒予防の4原則】
①　�持ちこまない＝調理する人の健康管理に注
意！
�嘔吐や下痢の症状がある場合は、調理を行わ
ないようにしましょう。

②　�つけない＝正しい手洗いの徹底！！　調理器
具の洗浄・消毒！
�調理前、トイレ後、盛り付け前などには、特
に念入りに手を洗いましょう。
�調理器具類は洗浄後、熱湯又は次亜塩素酸ナ
トリウムで消毒しましょう。

③　加熱する＝中心部まで十分加熱する！
�食品は中心部まで十分に（二枚貝など汚染さ
れているおそれのある食品は85～90℃で90秒間以上）加熱しましょう。

④　ひろげない＝定期的な消毒・清掃、汚物の適切な処理！
調理する場所、トイレ等は定期的に清掃・消毒しましょう。
嘔吐物などの汚物は適切に処理しましょう。

症状が無くてもノロウイルスに感染している場合があります。日頃から感染している可能性があること
を意識して従業員全員が手洗いを徹底し、使い捨て手袋を適切に使用するなどしてノロウイルスによる食
中毒を防ぎましょう。調理可能な量を超えての作業とならないようにし、取り扱う食品を変更した場合に
は衛生管理計画を見直しましょう。また、従業員が変わった場合には衛生管理計画の周知を図りましょう。

名古屋市では、正しい手の洗い方や次亜塩素酸ナトリウムの希釈方法を動画で紹介しています。ノロウ
イルス食中毒予防の参考に、ぜひご覧ください。

名古屋市保健所　食品衛生課　電話　052­972­2646

○�動画は『まるはっちゅ～ぶ』で公開中！
https://www.city.nagoya.jp/dogakan/indexhtml

名古屋市からのお知らせ名古屋市からのお知らせ
ノロウイルス食中毒に要注意！！ノロウイルス食中毒に要注意！！

〈正しい手の洗い方〉 〈消毒液の作り方〉

➡
視聴は
こちら

➡
視聴は
こちら
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ふ
ぐ
を
取
扱
う
営
業
者
の
皆
様
へ

ふ
ぐ
を
取
扱
う
営
業
者
の
皆
様
へ

令
和
６
年
９
月
10
日
、
名

古
屋
市
公
館
に
お
い
て
、
公

益
社
団
法
人
名
古
屋
市
食
品

衛
生
協
会
と
名
古
屋
市
の
共

催
で
「
食
の
安
全
・
安
心
懇

談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
食
中
毒
を

予
防
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
名
古
屋
市
地
域
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
（
女
性

会
）
か
ら
４
名
、
食
品
衛
生

協
会
か
ら
５
名
、
名
古
屋
市

か
ら
３
名
が
出
席
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
食
品

衛
生
協
会
会
長
よ
り
「
当
協

会
は
昭
和
32
年
に
設
立
さ
れ
、

食
中
毒
の
予
防
、
賠
償
共
済

の
普
及
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
の

食
中
毒
は
い
ま
だ
に
撲
滅
で

き
ず
、
新
た
に
ア
ニ
サ
キ
ス

に
よ
る
食
中
毒
が
増
加
し

て
い
る
。
今
後
と
も
情
報
の

提
供
、
十
分
な
加
熱
や
手
洗

い
な
ど
の
衛
生
管
理
の
基
本

の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

食
の
基
本
で
あ
る
安
全
を
守

り
、
消
費
者
の
皆
様
の
信
頼

に
応
え
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の

意
見
、
情
報
を
安
全
・
安
心

な
食
品
の
提
供
に
活
か
し
た

い｡

」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
名
古
屋
市
か
ら
、

最
近
の
食
中
毒
の
発
生
状
況

や
食
中
毒
予
防
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
食
品
衛
生
協
会
か
ら
、

消
費
者
の
方
へ
の
食
品
衛
生

の
啓
発
、
協
会
会
員
へ
の
巡

回
指
導
を
通
し
た
自
主
衛
生

管
理
の
推
進
、
食
品
衛
生
の

向
上
に
関
す
る
講
習
会
開
催

な
ど
の
協
会
の
取
り
組
み
を

説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
女
性
会
か
ら
、
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
食
中

毒
の
予
防
や
、
手
洗
い
な
ど

に
関
す
る
ご
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

ふ
ぐ
の
美
味
し
い
季
節
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
季
節
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
消
費
者
の
方

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
ふ
ぐ
に
は
強
い
毒
が
あ

り
、
ふ
ぐ
に
よ
る
食
中
毒
は
、

毎
年
全
国
で
発
生
し
て
お
り
最

悪
の
場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。(

令
和
５
年
：
食

中
毒
９
件
発
生
、
死
者
０
名
）

令
和
５
年
に
は
、
神
戸
市

の
飲
食
店
に
お
い
て
、
有
毒
部

位
で
あ
る
肝
臓
の
刺
身
を
提
供

し
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
、
ふ

ぐ
の
食
中
毒
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。

ふ
ぐ
を
取
扱
う
際
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
、
安
全
・
安
心

な
ふ
ぐ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

①�　

ふ
ぐ
処
理
師
の
資
格
の
な

い
方
が
、
業
と
し
て
ふ
ぐ
を

処
理
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②�　

未
処
理
の
ふ
ぐ
を
仕
入
れ

処
理
し
て
、
販
売
・
提
供
す

る
場
合
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

③�　

ふ
ぐ
の
処
理
を
す
る
営
業

者
の
方
は
、
ふ
ぐ
処
理
施
設

の
標
札
を
店
内
の
よ
く
見
え

る
場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ

い
。

④�　

一
般
の
消
費
者
へ
、
未
処

理
の
ふ
ぐ
を
販
売
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

⑤�　

ふ
ぐ
の
種
類
鑑
別
を
厳
重

に
行
い
、
種
類
の
分
か
ら
な

い
ふ
ぐ
は
処
理
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥�　

ふ
ぐ
を
販
売
す
る
場
合
は
、

ふ
ぐ
の
種
類
や
処
理
者
氏
名

な
ど
必
要
事
項
を
適
正
に
表

示
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦�　

ふ
ぐ
は
種
類
に
よ
り
可
食

部
位
が
異
な
り
ま
す
。
み
が

き
ふ
ぐ
に
は
、
可
食
部
位
以

外
の
部
位
が
残
っ
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
べ
て
の
種
類
の
ふ

ぐ
で
肝
臓
と
卵
巣
は
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑧�　

取
り
除
い
た
有
毒
な
部
分

は
適
切
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

⑨�　

ふ
ぐ
の
仕
入
れ
・
処
理
・

販
売
を
す
る
と
き
は
、
必
要

事
項
を
記
録
し
、
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

名
古
屋
市
保
健
所
食
品
衛
生
課

電
話
₀
₅
₂
︲
₉
₇
₂
︲
₂
₆
₄
₉

令
和
令
和
６６
年
度
年
度

｢｢

食
の
安
全

食
の
安
全･･

安
心
懇
談
会

安
心
懇
談
会｣｣

をを

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
相
談
会
を

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

開
催
し
て
い
ま
す((

要
予
約

要
予
約))

｢｢

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

予
防
強
化
期
間

予
防
強
化
期
間｣｣

﹁
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
及
び

営
業
許
可
制
度
に
関
す
る
講
習
会
﹂
開
催

令
和
2
年
６
月
に
改
正
食

品
衛
生
法
が
施
行
さ
れ
、
飲

食
店
営
業
等
の
食
品
事
業
者

は
﹃
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
﹄
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

名
古
屋
市
で
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
を
継

続
で
き
る
よ
う
気
軽
に
相
談

で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。

○
対
象　

名
古
屋
市
内
の
食

品
取
扱
施
設
の
営
業
者
の

方
、
ま
た
は
原
則
全
て
の

食
品
等
事
業
者

�(

飲
食
店
営
業
・
菓
子
製
造

業
・
そ
う
ざ
い
製
造
業
な

ど
）

○
参
加
費　

無
料

○
日
時

名
古
屋
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
2
か
月
後
ま
で
掲

載
。(
午
前
の
部
：
午
前
11

時
50
分
~
、
午
後
の
部
：

午
後
３
時
50
分
~
）

○
場
所

名
古
屋
市
獣
医
師
会
館
2
階

○
内
容

計
画
や
手
順
書
の
作
成
、

記
録
の
実
施
、
こ
れ
ら
の

見
直
し
等
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
沿
っ
た
衛
生
管
理
を
継

続
し
て
い
く
上
で
課
題
に

感
じ
て
い
る
こ
と
の
個
別

相
談
。

○
申
込
方
法

名
古
屋
市
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
の
他
、
次
の
事
項
を

記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

①
参
加
希
望
日

②
店
舗
名

③
受
講
者
氏
名(

ふ
り
が
な)

④
店
舗
所
在
地

⑤
施
設
電
話
番
号(

Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号)

⑥
参
加
票
送
付
先
（
④
と

同
じ
場
合
は
そ
の
旨
）

⑦
相
談
内
容

○
申
込
期
限

　

相
談
会
開
催
日
の
1
週
間
前

○
申
込
・
問
合
せ
先

名
古
屋
市
保
健
所
食
品
衛
生
課

電
話０

５
2
·
９
7
2
·
2
６
４
６

F
A
X

０
５
2
·
９
５
５
·
６
2
2
５

電
子
メ
ー
ル

a2646@
kenkofukushi.

city.nagoya.lg.jp

名
古
屋
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

日
本
食
品
衛
生
協
会
、
各

都
道
府
県
市
食
品
衛
生
協
会

で
は
令
和
６
年
11
月
1
日
か

ら
令
和
7
年
2
月
28
日
ま
で

を
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

予
防
強
化
期
間
」
と
し
ま
し

た
。ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、

少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
感
染
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
対
策
が
難

し
く
、
近
年
の
食
中
毒
の
大

半
を
占
め
て
い
る
厄
介
な
食

中
毒
で
す
。

食
中
毒
予
防
３
原
則
の
う

ち
「
つ
け
な
い
」｢

や
っ
つ
け

る
」
が
特
に
重
要
で
す
。
万

が
一
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中

毒
が
起
き
た
際
も
幅
広
く
補

償
が
で
き
る
「
あ
ん
し
ん

フ
ー
ド
君｣

、｢

ス
ー
パ
ー
あ

ん
し
ん
フ
ー
ド
君｣

（
2
０
1

8
年
1
月
制
度
改
定
）
へ
の

加
入
を
推
奨
し
ま
す
。

◎
当
協
会
で
は
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
食
中
毒
予
防
の
た
め
、

｢

基
本
は
き
っ
ち
り
手
洗
い
」

Ｐ
Ｐ
加
工
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
会
員
無
料
）
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

支
部
又
は
本
部
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
厚
生
労
働
省
委

託
事
業
と
し
て
、
公
益
社
団

法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会
が

受
託
さ
れ
た
「
令
和
６
年

度
厚
生
労
働
省
委
託
事
業

H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生

管
理
及
び
営
業
許
可
制
度
に

関
す
る
講
習
会
」
を
一
般
社

団
法
人
愛
知
県
食
品
衛
生
協

会
と
共
催
で
、
8
月
26
日
午

後
2
時
よ
り
T
K
P
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
P
R
E
M
I
U
M

名
古
屋
ル
ー
セ
ン
ト
タ
ワ
ー

（
中
村
区
）
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

第
1
部
の
「
H
A
C
C
P

に
沿
っ
た
衛
生
管
理
営
業
許

可
制
度
に
関
す
る
講
習
会
」

は
、
愛
知
県
保
健
医
療
局
生

活
衛
生
部
生
活
衛
生
課
の
大

橋
主
査
様
に
食
品
衛
生
法
改

正
、
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
と
普
及
へ
の
取
り

組
み
、
営
業
許
可
制
度
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
頂

き
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、

H
A
C
C
P
の
実
施
状
況
・

導
入
効
果
等
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
、
日
本
食
品
衛
生
協

会
公
益
事
業
部
課
長
岡
本
様

よ
り
お
話
頂
き
ま
し
た
。
多

数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

令
和
令
和
66
年
度
厚
生
労
働
省
委
託
事
業

年
度
厚
生
労
働
省
委
託
事
業

食
品
衛
生
法
改
正
事
項
実
態
把
握
等
事
業

食
品
衛
生
法
改
正
事
項
実
態
把
握
等
事
業

4
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本
年
七
月
現
在
、
当
組
合

の
被
保
険
者
一
万
五
五
九
〇

人
の
う
ち
、｢

マ
イ
ナ
保
険

証
」
を
お
持
ち
の
方
は
八
千

六
八
五
人
（
五
五
・
七
％
）

で
す
。

本
年
一
二
月
一
日
ま
で
に

発
行
さ
れ
、
お
手
元
に
あ
る

従
来
の
「
被
保
険
者
証
」
は
、

有
効
期
限
で
あ
る
来
年
八
月

三
一
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す

が
、
そ
の
後
は
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
で
医
療
機
関
・
薬
局

等
を
受
診
な
ど
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
で
、
そ
れ
が

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
な
っ

て
い
な
い
方
は
、
早
速
、
次

の
①
又
は
②
の
方
法
で
利
用

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

①
医
療
機
関
・
薬
局
の
「
顔

認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
」
に
て
利
用
登
録
す

る
。

②
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
て

利
用
登
録
す
る
。

＊
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
と

は
、
保
険
証
と
し
て
利
用
登

録
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、｢

マ
イ
ナ

保
険
証
」
を
お
持
ち
で
な
い

方
が
、
本
年
一
二
月
二
日
以

降
に
、
次
の
①
か
ら
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、｢

被
保
険
者
証
」
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
代
わ
り
に
当
組
合
か
ら

﹁
資
格
確
認
書
﹂
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

①
新
規
に
当
組
合
に
加
入
し

た
場
合

②
保
険
証
を
紛
失
し
た
場
合

③
住
所
変
更
等
で
保
険
証
の

記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合

し
た
が
っ
て
、｢

マ
イ
ナ

保
険
証
」
を
お
持
ち
で
な
い

方
が
、
医
療
機
関
等
を
受
診

な
ど
す
る
場
合
に
は
、
当
組

合
が
交
付
し
た
﹁
資
格
確
認

書
﹂
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。ま

た
、｢

マ
イ
ナ
保
険
証
」

が
利
用
で
き
な
い
医
療
機
関

等
で
受
診
等
す
る
場
合
は
、

﹁
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
﹂

（
当
組
合
か
ら
交
付
し
ま

す
。）
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。な

お
、｢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
そ
の
カ
ー
ド
の
申

請
・
作
成
に
つ
い
て
、
お
住

ま
い
の
市
・
区
役
所
又
は
町

村
役
場
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
医
師
か
ら
処

方
さ
れ
る
薬
は
、
先
発
医
薬

品
（
新
薬
）
と
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
が

あ
り
ま
す
。

新
薬
に
は
20
~
25
年
の
特
許

期
間
が
あ
り
、
特
許
期
間
中
は

そ
の
薬
を
開
発
し
た
製
薬
会
社

だ
け
が
製
造
・
販
売
す
る
権
利

を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
特
許
期
間
が
満
了

に
な
る
と
、
他
の
製
薬
会
社
も

同
じ
有
効
成
分
を
配
合
し
た
薬

を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
際
、
開
発
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
新
薬
と
比

べ
て
安
く
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

新
薬
と
同
じ
よ
う
に
、
薬
事
法

に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
の

承
認
を
受
け
た
医
薬
品
で
す
。

厳
し
い
審
査
で
、
品
質
、
有
効

性
、
安
全
性
な
ど
が
新
薬
と
同

等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
に
は
よ

り
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
の
工

夫
を
加
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

薬
を
処
方
す
る
の
は
医
師
で

す
が
、
患
者
は
新
薬
よ
り
も
価

格
の
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
を
医
師
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
食
品
国
保
の
皆
さ
ん
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
最
新

の
使
用
割
合
は
、
85
･
02
％

（
令
和
６
年
7
月
調
剤
）
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
割
合
を
増
や
し
て
、
薬
代
の

負
担
を
軽
く
し
ま
し
ょ
う
。

~｢

処
方
箋
﹂
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。
~

患
者
の
意
思
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
選
べ
ま
す
。

現
在
の
﹁
処
方
箋
﹂
に
は
、

新
薬
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
「
変
更
不
可
」
の
欄
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢

変
更
不
可
」
欄
に
、｢

✓
」

又
は
「
×
」
が
な
く
、｢

保
険

医
署
名
」
欄
に
、
薬
を
処
方
し

た
医
師
の
署
名
又
は
記
名
・
押

印
が
な
け
れ
ば
、
患
者
の
意
思

で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
薬
局
の
薬
剤
師
に

﹁
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
お
願
い
し

ま
す
。﹂
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

﹁
マ
イ
ナ
保
険
証
﹂
を

﹁
マ
イ
ナ
保
険
証
﹂
を

お
持
ち
で
す
か

お
持
ち
で
す
か

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

~
薬
代
の
負
担
が
軽
く
な
る
~

~
薬
代
の
負
担
が
軽
く
な
る
~
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組
合
で
は
、
一
年
間
一
度
も

保
険
証
を
使
わ
な
か
っ
た
健
康

な
組
合
員
世
帯
を
毎
年
九
月
に

表
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
表
彰
該
当
者
は
、

表
彰
日
現
在
当
組
合
に
在
籍
す

る
組
合
員
で
、
令
和
五
年
四
月

一
日
か
ら
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
、
組
合
員
の
世

帯
全
員
が
保
険
診
療
を
受
け
な

か
っ
た
組
合
員
に
対
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

甲
組
合
員
（
営
業
主
世
帯
）

で
九
三
世
帯
、
乙
組
合
員
（
従

業
員
世
帯
）
で
四
八
〇
世
帯
、

合
計
五
七
三
世
帯
の
皆
さ
ん
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
比
べ
、
甲
組
合

員
世
帯
で
五
世
帯
減
、
乙
組
合

員
世
帯
で
四
〇
世
帯
減
と
な
り
、

合
計
で
四
五
世
帯
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
挨
拶

状
を
添
え
、
大
丸
松
坂
屋
百
貨

店
か
ら
カ
タ
ロ
グ
を
配
送
い
た

し
ま
し
た
。
記
念
品
は
、
そ
の

カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
、
商
品
を

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
九
月
三
日

に
発
表
し
た
令
和
五
年
度
（
2

０
2
３
年
度
）
の
概
算
医
療
費

の
動
向
に
よ
る
と
、
医
療
費
総

額
は
過
去
最
大
の
47
・
３
兆
円

と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
な
ど

の
影
響
で
、
前
年
度
46
・
０
兆

円
の
医
療
費
が
1
・
３
兆
円
、

2
・
8
％
増
の
47
・
３
兆
円
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
９
年
連

続
で
40
兆
円
を
超
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
二
年
度

（
2
０
2
０
年
度
）
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
受
診
控
え
の
影
響
で
３
・

2
％
減
少
す
る
一
方
、
三
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
幅
減
の
反

動
な
ど
に
よ
り
４
・
7
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

概
算
医
療
費
は
、
審
査
支

払
機
関
が
審
査
し
た
医
療
保
険

と
公
費
負
担
の
医
療
費
（
算
定

ベ
ー
ス
）
が
対
象
で
、
国
民
医

療
費
の
約
98
％
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

対
前
年
度
伸
び
率
の
2
・

8
％
の
増
の
内
訳
は
、
①
人
口

増
の
影
響
で
０
・
５
％
減
、
②

高
齢
化
の
影
響
で
０
・
7
％

増
、
③
診
療
報
酬
改
定
等
の
影

響
で
０
・
64
％
減
、
そ
の
他
の

影
響
が
３
・
３
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
制
度
別
医
療
費
の
推
移

（
表
1
）

わ
が
国
の
医
療
費
の
総
額

47
・
３
兆
円
の
内
訳
を
み
ま
す

と
、
①
75
歳
未
満
は
26
・
2
兆

円
（
全
体
の
55
・
４
％)

、
②

75
歳
以
上
は
18
・
8
兆
円
（
同

39
・
8
％)

、
③
生
活
保
護
の

医
療
扶
助
な
ど
の
公
費
医
療

2
・
３
兆
円
（
同
４
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

75
歳
未
満
で
は
、
被
用
者

保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入

す
る
健
康
保
険
組
合
や
協
会
け

ん
ぽ
）
が
15
・
7
兆
円
、
国
民

健
康
保
険
（
市
町
村
国
保
や
国

保
組
合
）
が
10
・
５
兆
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
一
人
当
た
り
医
療
費
の
推
移

（
表
2
）

「
全
体
」
で
は
一
年
間

で
、
38
・
０
万
円
で
す
。｢

75

歳
未
満
」
は
25
・
2
万
円
。

「
75
歳
以
上
」
は
96
・
５
万
円

で
、｢

75
歳
未
満
」
の
３
・
8

倍
の
医
療
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

75
歳
未
満
」
を
医
療
保

険
適
用
別
に
み
る
と
、
被
用
者

保
険
20
・
2
万
円
、
国
保
40
・

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
食
品
国
保
は
23
・
０
万

円
（
前
年
度
21
・
３
万
円
）
で

す
。一

人
当
た
り
医
療
費
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、｢

全

体
」
で
は
1
・
2
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。｢

75
歳
未

満
」
は
０
・
7
万
円
の
増
、

「
75
歳
以
上
」
は
０
・
8
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
食
品
国
保
の
場
合
は
、

1
・
7
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
幅
な
増
と
な
っ
た
の

は
、
こ
の
年
に
一
人
当
た
り
３

千
５
百
万
円
前
後
の
超
高
額
医

療
費
が
2
件
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

~
令
和
五
年
度
概
算
医
療
費
~

~
令
和
五
年
度
概
算
医
療
費
~

4747･･

33
兆
円
、
過
去
最
大
を
更
新

兆
円
、
過
去
最
大
を
更
新

前
年
度
比

前
年
度
比
22･･

88
％
増
％
増

~
健
康
家
庭
表
彰
~

~
健
康
家
庭
表
彰
~

五
七
三
世
帯
表
彰

五
七
三
世
帯
表
彰

前
年
度
よ
り
四
五
世
帯
減

前
年
度
よ
り
四
五
世
帯
減

表1　制度別医療費の推移
（単位：兆円)

総計

医療保険適用

公費75歳未満 75歳以上

被用者
保険

国民健
康保険

(再掲)
未就学者本人 家族

2019年度
(構成割合)

43. 6 24. 4 13. 5 7. 4 5. 3 10. 9 1. 4 17. 0 2. 2

(100％) (55. 9%) (31. 0％) (17. 0％) (12. 2％) (24. 9％) (3. 2％) (39. 1％) (5. 0％)

2020年度
(構成割合)

42. 2 23. 5 13. 0 7. 3 4. 8 10. 5 1. 1 16. 6 2. 1

(100％) (55. 6％) (30. 8％) (17. 3％) (11. 4％) (24. 8％) (2. 7％) (39. 4％) (5. 1％)

2021年度
(構成割合)

44. 2 25. 0 14. 1 7. 9 5. 2 10. 8 1. 3 17. 1 2. 2

(100％) (56. 5％) (32. 0％) (17. 9％) (11. 9％) (24. 5％) (3. 0％) (38. 6％) (4. 9％)

2022年度①
(構成割合)

46. 0 25. 8 15. 0 8. 4 5. 6 10. 7 1. 4 18. 0 2. 2

(100％) (56. 1％) (32. 7％) (18. 4％) (12. 2％) (23. 3％) (3. 1％) (39. 1％) (4. 8％)

2023年度②
(構成割合)

47. 3 26. 2 15. 7 8. 9 5. 8 10. 5 1. 5 18. 8 2. 3

(100％) (55. 4％) (33. 1％) (18. 8％) (12. 3％) (22. 2％) (3. 1％) (39. 8％) (4. 9％)

②－① 1. 32 0. 43 0. 64 0. 44 0. 19 △ 0. 21 0. 03 0. 81 0. 08

表2　１人当たり医療費の推移
(単位：万円)

総計

医療保険適用

75歳未満 75歳以上
被用者
保険

国民健
康保険

(再掲)
未就学者本人 家族

2019年度 34. 5 22. 6 17. 3 16. 5 16. 8 36. 4 21. 8 95. 2

2020年度 33. 5 21. 9 16. 7 16. 2 15. 5 35. 8 18. 1 92. 0

2021年度 35. 2 23. 5 18. 2 17. 4 17. 2 37. 9 22. 1 93. 9

2022年度 36. 8 24. 5 19. 4 18. 4 18. 8 38. 9 24. 5 95. 7

2023年度 38. 0 25. 2 20. 2 19. 1 19. 9 40. 0 26. 1 96. 5
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◇
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

9
万
5
1
1
9
人

百
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
、
年
々
急
速
に
増
え
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
老
人
福
祉
法
が

制
定
さ
れ
た
一
九
六
三
年

︵
昭
和
三
八
年
︶
に
は
全
国

で
1
5
3
人
で
し
た
が
、
八

一
年
（
同
五
六
年
）
に
は
1

千
人
を
超
え
、
九
八
年
（
平

成
一
〇
年
）
に
は
1
万
人
を

超
え
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年

（
同
二
四
年
）
に
５
万
人
を

超
え
、
本
年
は
9
万
5
1
1

9
人
（
前
年
は
、
９
万
2
1

３
９
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
別
に
み
ま
す
と
、
女

性
が
2
３
６
９
人
増
の
8
万

３
９
５
8
人
と
な
り
、
全
体

の
約
8
8
･
３
％
を
占
め
、

男
性
は
６
1
1
人
増
の
1
万

1
1
６
1
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
は

男
性
の
7
･
５
2
倍
の
人
が

百
歳
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
①
参
照)

。

人
口
十
万
人
当
た
り
人

数
は
、
西
日
本
で
多
い
傾

向
が
以
前
か
ら
続
い
て
お

り
、
今
回
も
上
位
は
中
国
地

方
以
西
の
各
県
が
占
め
て
い

ま
す
。
第
一
位
は
島
根
県
の

1
５
９
･
５
４
人
（
前
年
同

県
で
1
５
５
･
1
7
人
）
で
、

二
位
は
高
知
県
の
1
５
４
･

2
０
人
（
前
年
同
県
で
1
４

６
･
０
1
人)

、
三
位
は
鹿

児
島
県
の
1
３
０
･
7
３
人

（
前
年
鳥
取
県
の
1
2
６
･

2
９
人
）
で
す
。
一
方
、
最

も
少
な
か
っ
た
の
は
、
埼
玉

県
の
４
５
･
8
1
人
（
前
年

同
県
で
４
４
･
7
９
人)

、
次

い
で
愛
知
県
で
4
8
･
8
0

人
︵
前
年
同
県
で
4
7
･
6

9
人)

、
次
い
で
、
千
葉
県
で

５
2
･
６
０
人
（
前
年
同
県

で
５
０
･
2
2
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
国
内
の
最
高
齢
者
は
、

女
性
で
、
兵
庫
県
芦
屋
市
在

住
の
糸
岡
富
子
さ
ん
1
1
６

歳
で
、
男
性
の
最
高
齢
者
は
、

静
岡
県
磐
田
市
在
住
の
水
野

清
隆
さ
ん
1
1
０
歳
で
し
た
。

◇
今
年
度
中
に
百
歳
に
な
り

表
彰
対
象
と
な
る
高
齢
者
は
、

4
万
7
8
8
8
人

百
歳
高
齢
者
表
彰
の
対
象

と
な
る
高
齢
者
は
、
今
年
度

中
に
百
歳
に
到
達
し
、
又
は

到
達
見
込
み
の
方
で
「
老
人

の
日
」(

九
月
十
五
日
）
に
ご

存
命
の
方
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝

い
状
及
び
記
念
品
（
銀
杯
）

を
贈
呈
さ
れ
る
高
齢
者
は
、

九
月
一
日
現
在
で
、
４
万
7

8
8
8
人
（
前
年
度
に
比
べ

7
8
1
人
増
加
）
に
な
る
と
、

厚
生
労
働
省
は
、
九
月
十
七

日
（
火
）
に
発
表
し
ま
し
た
。

百
歳
で
表
彰
対
象
と
な
る

高
齢
者
は
、
女
性
が
４
万
8

５
６
人
（
前
年
比
４
7
６
人

増)

、
男
性
が
６
９
7
４
人

（
前
年
比
2
４
7
人
増
）
で
、

女
性
が
男
性
の
約
５
･
９
倍

（
前
年
約
６
･
０
倍
）
で
し

た
。ま

た
、
都
道
府
県
別
で
は
、

東
京
の
３
９
６
９
人
が
最
多

で
、
次
い
で
神
奈
川
県
2
４

９
2
人
、
三
位
北
海
道
2
３

９
1
人
、
四
位
大
阪
府
2
３

1
９
人
、
五
位
福
岡
県
2
０

４
５
人
、
六
位
兵
庫
県
1
９

９
2
人
と
続
き
、
愛
知
県
は

1
9
0
3
人
で
七
位
で
し
た
。

＊
老
人
福
祉
法
で
は
、

「
国
民
の
間
に
広
く
老
人
の

福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老

人
に
対
し
自
ら
の
生
活
の
向

上
に
努
め
る
意
欲
を
促
す
」

た
め
、
九
月
十
五
日
を
「
老

人
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

百
歳
以
上
高
齢
者

百
歳
以
上
高
齢
者

前
年
よ
り

前
年
よ
り
2
9
8
0

2
9
8
0
人
増
人
増

表①　男女別百歳以上高齢者数の年次推移

年　次 男 女 計 女 性 の 占
め る 割 合

平 均 寿 命
男 女

人 人 人 ％ 年 年
平成　26年

27年

28年

29年

30年

令和　元年

2年

3年

4年

5年

6年

7, 586

7, 840

8, 167

8, 192

8, 331

8, 464

9, 475

10, 060

10, 365

10, 550

11, 161

51, 234

53, 728

57, 525

59, 579

61, 454

62, 810

70, 975

76, 450

80, 161

81, 589

83, 958

58, 820

61, 568

65, 692

67, 771

69, 785

71, 274

80, 450

86, 510

90, 526

92, 139

95, 119

87. 1

87. 3

87. 6

87. 9

88. 1

88. 1

88. 2

88. 4

88. 6

88. 5

88. 3

80. 50

80. 79

80. 98

81. 09

81. 25

81. 41

81. 64

81. 47

81. 05

81. 09

-

86. 83

87. 05

87. 14

87. 26

87. 32

87. 45

87. 74

87. 57

87. 09

87. 14

-
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組
合
員
（
被
保
険
者
）
の

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
当
食
品
国
保
は
、
二
カ

月
連
続
し
て
、
同
じ
効
能
・

効
果
を
も
つ
お
薬
を
二
つ
以

上
の
医
療
機
関
か
ら
処
方
さ

れ
て
い
る
方
に
服
薬
情
報
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

複
数
の
医
療
機
関
に
受
診

し
、
薬
を
多
く
服
薬
し
て
い

る
方
は
、
薬
の
効
能
が
重
複

し
、
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。
健
康
を
守
る

た
め
、｢

お
薬
手
帳
﹂
を
活
用

し
て
、
服
薬
情
報
を
ま
と
め
、

薬
剤
師
さ
ん
へ
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

︽
病
院
や
診
療
所
、
歯
科
医

院
、
薬
局
に
行
く
時
は
、｢

お

薬
手
帳
」
を
必
ず
持
参
し
ま

し
ょ
う
！
︾

・
こ
の
手
帳
を
見
せ
れ
ば
、

あ
な
た
の
服
薬
状
況
を
明

確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
も

役
立
ち
ま
す
。

︽
お
薬
手
帳
は
1
冊
に
ま
と

め
ま
し
ょ
う
！
︾

・
複
数
の
医
療
機
関
に
か

か
っ
て
い
る
場
合
で
も
、

お
薬
手
帳
は
1
人
1
冊
に

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
薬
手
帳
を
忘
れ
た
時
に

も
ら
え
る
お
薬
手
帳
シ
ー

ル
は
、
忘
れ
ず
に
お
薬
手

帳
に
貼
り
ま
し
ょ
う
。

︽
あ
な
た
が
使
っ
た
薬
の
記

録
を
残
し
ま
し
ょ
う
！
︾

・
飲
み
残
し
て
い
る
薬
が
あ

る
場
合
は
、
薬
の
名
前
や

余
っ
て
い
る
数
を
記
録
し

ま
し
ょ
う
。

・
薬
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑

問
、
薬
の
使
用
後
に
気
に

な
る
症
状
が
あ
る
場
合
も

記
録
し
ま
し
ょ
う
。

・
市
販
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

健
康
食
品
も
記
録
し
ま

し
ょ
う
。

︽
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤

師
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
︾

・
複
数
の
医
療
機
関
で
出
さ

れ
た
処
方
せ
ん
も
、
1
カ

所
の
「
か
か
り
つ
け
薬

局
」
に
持
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

・�｢

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」
は
、

あ
な
た
の
健
康
を
ト
ー
タ

ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

｢｢
服
薬
情
報
の
お
知
ら
せ

服
薬
情
報
の
お
知
ら
せ｣｣

を
受
け
取
っ
た
方
に

を
受
け
取
っ
た
方
に

恒
例
の
業
態
組
合
長
会
は
、

左
記
の
と
お
り
、
十
二
月
四
日

(

水
）
に
、｢

名
古
屋
市
内
地
区

業
態
組
合
」
と
「
市
外
地
区
業

態
組
合
」
と
合
同
で
、｢

名
古

屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
名
古
屋

市
中
区
錦
三
丁
目)

」
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

こ
の
組
合
長
会
で
は
、
食

品
国
保
の
現
況
等
の
報
告
と
五

年
度
保
険
料
納
付
成
績
優
秀
業

態
組
合
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

重
要
な
報
告
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

◆
業
態
組
合
長
会

令
和
六
年
十
二
月
四
日
（
水
）

午
後
二
時
三
〇
分
か
ら

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目

一
一
︱
一
三
）

｢｢

業
態
組
合
長
会
﹂

業
態
組
合
長
会
﹂

1212
月月
44
日日((

水水))

開
催
開
催

服
薬
情
報
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
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